
15
　
　
　
　

寺
本
康
俊 

先
生
―
そ
の
人
と
学
問

永　

山　

博　

之

　

寺
本
康
俊
先
生
は
、
平
成
三
一
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
、
定
年
に
よ
り
広
島
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
を
ご
退
職
さ
れ
た
。
広
島

大
学
に
平
成
九
年
に
着
任
さ
れ
て
か
ら
二
一
年
あ
ま
り
の
長
き
に
わ
た
る
在
職
期
間
に
、
研
究
、
教
育
、
行
政
の
す
べ
て
の
面
に
わ
た
り

赫
々
た
る
ご
業
績
を
あ
げ
ら
れ
、
現
在
で
は
広
島
経
済
大
学
で
引
き
続
き
教
鞭
を
取
ら
れ
て
い
る
。
寺
本
先
生
と
重
な
る
時
期
に
法
学
部

に
奉
職
し
、
寺
本
先
生
の
下
で
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
縁
で
、
先
輩
方
を
差
し
置
い
て
わ
た
し
が
寺
本
先
生
の
お
人
柄

と
ご
業
績
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
運
び
と
な
っ
た
。
こ
の
小
文
で
、
寺
本
先
生
の
並
ぶ
も
の
の
な
い
優
れ
た
業
績
と
人
格
を
少
し
で
も

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
喜
び
こ
れ
に
す
ぐ
る
も
の
は
な
い
。

　

一
．
ご
経
歴

　

寺
本
康
俊
先
生
は
、
昭
和
五
二
年
三
月
に
山
口
大
学
教
育
学
部
を
ご
卒
業
さ
れ
た
後
、
同
年
四
月
、
広
島
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修

士
課
程
に
入
学
さ
れ
た
。
入
学
後
は
、
大
山
梓
教
授
（
日
本
国
際
政
治
学
会
理
事
）
の
下
で
外
交
史
を
専
門
と
し
て
研
究
を
行
わ
れ
た
が
、

大
山
先
生
の
ご
退
職
の
後
、
当
時
、
助
教
授
で
あ
り
な
が
ら
、
新
進
気
鋭
の
外
交
史
研
究
者
と
し
て
国
内
外
で
注
目
さ
れ
て
い
た
五
百
旗

頭
真
先
生
（
後
に
、
神
戸
大
学
教
授
、
防
衛
大
学
校
校
長
）
の
ご
指
導
の
下
で
、
外
交
史
の
研
究
に
励
ま
れ
、
昭
和
五
六
年
四
月
、
同
研

究
科
を
修
了
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
研
究
の
場
と
し
て
、
国
立
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
、
島
県
立
国
際
短
期
大
学
で
、
講
師
、
助
教
授
と
し
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て
過
ご
さ
れ
た
後
、
平
成
九
年
一
〇
月
、
広
島
大
学
法
学
部
に
助
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
。
広
島
大
学
で
は
、
そ
れ
以
来
、
通
算
二
一

年
六
カ
月
、
教
育
と
研
究
に
専
念
さ
れ
た
。
平
成
一
一
年
一
〇
月
、
法
学
部
教
授
に
昇
進
さ
れ
た
後
、、
同
二
三
年
四
月
に
、
法
学
部
長
、

大
学
院
法
政
シ
ス
テ
ム
専
攻
長
に
ご
就
任
さ
れ
、
二
期
四
年
間
、
法
学
部
、
法
政
シ
ス
テ
ム
専
攻
の
教
育
研
究
に
貢
献
さ
れ
た
。
同
二
七

年
四
月
か
ら
は
、
四
年
間
、
副
学
長
、
図
書
館
長
と
し
て
、
大
学
や
図
書
館
が
担
う
教
育
研
究
的
使
命
の
重
責
を
果
た
さ
れ
た
。

　

二
．
教
育

　

外
交
史
ゼ
ミ
の
学
部
学
生
は
、
日
本
外
交
や
国
際
関
係
に
興
味
関
心
を
持
つ
学
生
が
集
ま
り
、
県
庁
、
市
役
所
、
有
力
企
業
な
ど
に
就

職
し
、
大
学
院
に
進
学
す
る
学
生
も
い
た
。
公
務
員
を
希
望
す
る
学
生
の
中
に
は
、
非
常
に
優
秀
な
成
績
で
合
格
、
採
用
さ
れ
た
者
も
少

な
く
な
い
。

　

特
に
、
大
学
院
生
の
指
導
で
は
、
日
本
人
学
生
の
ほ
か
に
、
多
く
の
中
国
人
留
学
生
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
人
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
。
留

学
生
は
、
研
究
熱
心
な
学
生
が
多
く
、
そ
の
ひ
た
む
き
さ
に
感
心
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
留
学
生
の
多
く
は
、
大
学
院
修
了
後
、
日
本

や
中
国
に
あ
る
日
本
の
有
力
な
企
業
に
就
職
し
た
が
、
そ
の
う
ち
、
と
り
わ
け
優
秀
で
あ
っ
た
中
国
人
留
学
生
の
二
人
は
母
国
中
国
に
帰

国
後
、
現
在
、
玉
林
師
範
学
院
（
以
前
、
大
連
大
学
に
勤
務
）、
西
南
政
法
大
学
に
於
い
て
大
学
教
員
と
し
て
教
鞭
を
と
り
、
日
中
交
流

の
た
め
に
活
躍
し
て
い
る
。
そ
の
関
係
で
、ご
在
職
中
は
、大
連
大
学
、西
南
政
法
大
学
と
の
国
際
交
流
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

三
．
研
究

　

広
島
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
入
学
後
、
日
本
国
際
政
治
学
会
理
事
で
あ
っ
た
大
山
梓
教
授
の
下
で
、
実
証
的
な
学
問
姿
勢
を
学
ば

れ
た
。
こ
の
大
学
院
修
士
課
程
時
代
に
、
全
国
学
会
誌
で
あ
る
『
軍
事
史
学
』
に
、
日
本
が
日
露
戦
争
後
、
日
本
最
初
の
帝
国
国
防
方
針
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を
策
定
し
た
こ
と
を
分
析
、
検
討
し
た
論
文
「
日
露
戦
争
以
後
の
作
戦
計
画
と
陸
海
軍
」
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
国
際
政
治
学
の
担
当
教
授
で
あ
っ
た
原
正
行
教
授
の
大
学
院
の
演
習
授
業
で
は
、
そ
の
時
、
毎
週
一
人
で
、
事
前
にForeign 

A
ffairs

所
収
の
英
語
論
文
な
ど
を
読
み
、
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
授
業
で
は
、
原
先
生
か
ら
、
当
時
の
中
東
問
題
な
ど
の
複
雑
な
国
際
関
係

に
つ
い
て
指
導
を
受
け
ら
れ
る
と
同
時
に
、
研
究
者
と
し
て
数
多
く
の
英
語
論
文
を
ご
く
普
通
に
多
読
し
て
ゆ
く
と
い
う
鍛
錬
を
受
け
ら

れ
た
こ
と
が
良
き
想
い
出
で
あ
っ
た
と
回
顧
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
大
山
教
授
の
ご
退
職
に
伴
い
、
当
時
、
日
本
国
際
政
治
学
会
で
最
も
注
目
さ
れ
た
新
進
気
鋭
の
研
究
者
で
あ
ら
れ
た
五
百
旗

頭
真
先
生
（
そ
の
後
、
神
戸
大
学
教
授
、
防
衛
大
学
校
校
長
）
の
薫
陶
を
受
け
ら
れ
た
。
五
百
旗
頭
先
生
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
文
書

館
に
於
い
て
、
開
示
さ
れ
た
ば
か
り
の
対
日
戦
争
に
関
す
る
膨
大
で
未
整
理
の
状
態
で
あ
っ
た
外
交
文
書
の
中
か
ら
、
終
戦
期
に
於
け
る

ア
メ
リ
カ
軍
部
、
Ｊ
Ｗ
Ｐ
Ｃ
（
統
合
戦
争
計
画
委
員
会
）
が
作
成
し
た
米
ソ
英
中
の
四
か
国
に
よ
る
日
本
分
割
占
領
計
画
案
の
原
資
料
を

発
見
さ
れ
、
国
内
外
か
ら
極
め
て
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
お
ら
れ
た
。
ま
た
、
五
百
旗
頭
先
生
は
、
そ
の
後
、
当
時
の
外
交
史
分
野
の
大

御
所
が
中
央
公
論
社
の
「
叢
書
国
際
環
境
」
シ
リ
ー
ズ
を
執
筆
さ
れ
る
中
で
、
大
著
『
米
国
の
日
本
占
領
政
策
』
上
・
下
二
巻
を
刊
行
さ

れ
た
。
寺
本
先
生
は
、
こ
の
よ
う
な
五
百
旗
頭
先
生
の
精
緻
で
実
証
的
か
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
問
的
業
績
に
圧
倒
さ
れ
る
思
い
で
あ
っ
た

と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
的
に
も
活
躍
さ
れ
、
遥
か
に
仰
ぎ
見
る
存
在
で
あ
っ
た
五
百
旗
頭
先
生
か
ら
、
直
接
、
修

士
論
文
の
ご
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
非
常
に
大
き
な
学
恩
を
賜
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

外
交
史
研
究
の
契
機
と
し
て
は
、
大
学
時
代
、
神
川
彦
松
『
近
代
国
際
政
治
史
』（
全
集
）、
田
中
直
吉
『
世
界
外
交
史
』、
岡
義
武
『
国

際
政
治
史
』、
信
夫
清
三
郎
『
日
本
の
外
交
』
な
ど
の
名
著
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
政
治
史
や
日
本
外
交
史
の
関
係
書
籍
を

読
破
す
る
う
ち
に
、
次
第
に
、
日
露
戦
争
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
向
か
う
国
際
関
係
の
激
変
や
日
本
外
交
の
変
容
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
こ
と
に
深
い
関
心
を
抱
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
、
そ
の
後
、
研
究
の
対
象
を
、
日
露
戦
争
後
の
日
本
外
交
と
そ
れ
を
取
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り
巻
く
国
際
関
係
の
展
開
と
そ
の
変
容
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

研
究
面
で
は
、
日
本
の
外
交
文
書
や
元
老
、
首
相
・
外
相
を
は
じ
め
と
す
る
重
要
な
位
置
を
占
め
た
外
交
指
導
者
の
回
想
録
な
ど
の
関

係
資
料
の
み
な
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
外
交
文
書
、
当
該
各
国
の
指
導
者
の
回
想
録
、
研
究
書
、
学
術
論
文
な

ど
を
駆
使
し
て
、実
証
的
、多
角
的
な
外
交
史
研
究
を
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
着
実
な
ご
研
究
の
蓄
積
の
成
果
と
し
て
、一
九
九
五
年
七
月
、

神
戸
大
学
か
ら
、
博
士
（
法
学
）
の
学
位
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
実
証
的
研
究
に
基
づ
く
著
書
が
、単
著
『
日
露
戦
争
以
後
の
日
本
外
交
』（
信
山
社
）
で
、全
五
六
三
頁
に
及
ぶ
大
著
で
あ
る
。

同
書
は
、
関
係
分
野
の
研
究
書
に
数
多
く
参
照
、
引
用
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
日
本
と
中
国
と
の
共
同
研
究
の
「
日
中
歴
史
共
同
研
究
」

の
報
告
書
（
北
岡
・
歩
平
編
『「
日
中
歴
史
研
究
共
同
研
究
」
報
告
書
（
第
二
巻
：
近
現
代
史
編
）』
勉
誠
出
版
）
や
日
本
と
ロ
シ
ア
と
の

共
同
研
究
が
行
わ
れ
た
「
日
ロ
歴
史
家
会
議
」
の
研
究
成
果
（
五
百
旗
頭
・
下
斗
米
・
ト
ル
ク
ノ
フ
・
ス
ト
レ
リ
ツ
ォ
フ
編
『
日
ロ
関
係
史
』

東
京
大
学
出
版
会
）
な
ど
の
学
術
論
文
の
中
で
参
考
文
献
と
し
て
引
用
、
参
照
さ
れ
る
な
ど
、
海
外
で
も
そ
の
研
究
成
果
が
出
版
さ
れ
、

国
内
外
で
も
高
い
評
価
を
受
け
、
当
該
分
野
の
研
究
の
深
化
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

外
国
に
於
け
る
研
究
へ
の
従
事
や
研
究
発
表
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
契
機
が
あ
っ
た
。

　

第
一
に
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
か
ら
一
九
九
六
年
三
月
ま
で
の
間
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｌ
Ｓ
Ｅ
（London School of Econom

ics and 

Political Science

）
に
於
い
て
、客
員
研
究
員
と
し
て
、日
英
両
国
の
外
交
関
係
に
関
す
る
在
外
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
際
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
国
立
公
文
書
館
（N

ational A
rchives

）
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
日
本
、
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア

メ
リ
カ
な
ど
の
関
係
国
の
情
勢
に
関
す
る
外
交
文
書
で
あ
る
膨
大
な
量
の
Ｆ
Ｏ
（Foreign O

ffice

）
文
書
な
ど
を
精
査
、
収
集
し
、
研
究

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

第
二
に
、
こ
う
し
た
日
露
戦
争
研
究
の
成
果
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
九
月
に
、
ア
メ
リ
カ
北
東
部
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
ハ
ノ
バ
ー
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に
所
在
す
る
ア
メ
リ
カ
の
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で
あ
るPortsm

outh and its Legacies : A
n 

International C
onference C

om
m

em
orating the C

entennial of the R
usso-Japanese Peace Treaty of 1905 

に
招
待
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で
は
、
日
本
側
の
最
初
の
発
表
者
と
し
て
、D
iplom

acy B
efore and A

fter the R
usso-Japanese W

ar

と
題

す
る
発
表
を
行
っ
た
。
会
議
へ
の
参
加
者
は
、
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
大
学
、
有
力
な
研
究
所
の
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
日
本
、
ロ
シ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
か
ら
研
究
者
が
出
席
し
た
。
こ
の
会
議
で
の
発
表
の
成
果
は
、
二
〇
〇
八
年
、
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
出
版
会
か
ら
、

The Treaty of Portsm
outh and Its Legacies （"Japanese D

iplom
acy B

efore and A
fter the W

ar : The Turning Point on the R
oad to 

the Pacific W
ar"

） 

と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

　

ま
た
、『
日
露
戦
争
研
究
の
新
視
点
』（
成
文
社
）
所
収
の
「
林
董
の
外
交
政
策
に
関
す
る
研
究
―
合
理
性
と
そ
の
限
界
」
で
は
、
日
露

戦
争
後
の
日
本
外
交
は
、
当
時
の
主
要
列
強
に
よ
る
帝
国
主
義
環
境
の
下
で
、
中
国
大
陸
に
資
源
と
市
場
を
求
め
、
日
本
の
国
益
や
権
益

を
求
め
る
外
交
を
行
っ
た
が
、
西
園
寺
内
閣
の
外
交
を
担
当
し
た
林
董
外
相
の
外
交
は
、
こ
の
帝
国
主
義
時
代
の
時
期
に
於
い
て
、
限
界

を
内
包
し
な
が
ら
も
、
穏
健
で
、
互
譲
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
外
交
方
針
は
、
基
本
的
に
「
条
理
」、「
公
平
」
な
ど
の
信
念
に
基
づ
き
、

信
義
を
重
視
し
た
理
性
的
な
合
理
主
義
で
あ
る
べ
き
と
す
る
外
交
思
想
を
抱
き
、
国
際
協
調
主
義
の
思
考
に
依
拠
す
る
外
交
を
行
っ
た
こ

と
を
論
証
し
、
後
の
幣
原
外
交
を
想
起
さ
せ
る
外
交
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
察
さ
れ
た
。

　

学
術
論
文
の
「
独
米
清
協
商
案
と
高
平
・
ル
ー
ト
協
定
」（『
政
治
経
済
史
学
』
第
一
六
八
号
）
は
、
日
露
戦
争
後
に
日
本
が
国
際
政
治

的
に
台
頭
し
、
中
国
や
太
平
洋
を
め
ぐ
り
日
米
関
係
が
緊
張
す
る
状
態
の
修
復
を
図
ろ
う
と
し
た
高
平
・
ル
ー
ト
協
定
を
め
ぐ
る
日
米
両

国
間
の
外
交
交
渉
の
背
景
や
過
程
を
分
析
し
、
同
時
に
こ
の
交
渉
中
に
そ
れ
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
ド
イ
ツ
と
清
国
に
よ
る
独
米
清
協
商

が
画
策
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
実
証
的
に
検
討
さ
れ
た
。

　

次
に
、
研
究
の
た
め
の
外
部
資
金
の
獲
得
と
し
て
は
、
日
本
学
術
振
興
会
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
を
、
研
究
代
表
者
と
し
て
、「
日
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露
の
対
立
か
ら
和
解
へ
の
過
程
の
総
合
的
比
較
研
究
―
現
代
の
た
め
の
日
露
戦
争
後
の
外
交
の
教
訓
―
」
な
ど
、
四
件
、
採
択
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
日
露
戦
争
後
、
関
係
各
国
の
国
益
が
錯
綜
す
る
複
雑
な
国
際
関
係
の
中
に
於
い
て
、
日
本
外
交
の
展
開
と
変
容
、
及
び
日
露
関

係
が
対
立
か
ら
和
解
、
協
調
、
さ
ら
に
は
軍
事
同
盟
を
締
結
す
る
関
係
に
ま
で
に
変
化
し
た
こ
と
に
関
す
る
研
究
を
調
査
、
検
討
さ
れ
た
。

　

四
．
大
学
行
政

　

大
学
行
政
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
ご
功
績
が
あ
っ
た
。

（
一
）
法
学
部
長
、
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
法
政
シ
ス
テ
ム
専
攻
長
（
平
成
二
三
年
四
月
〜
平
成
二
七
年
三
月
）

　

法
学
部
長
と
し
て
、
国
際
交
流
を
積
極
的
に
行
い
、
特
に
日
本
へ
の
留
学
希
望
者
が
多
い
中
国
と
の
交
流
に
力
を
傾
注
さ
れ
た
。
当
時
、

大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
法
政
シ
ス
テ
ム
専
攻
で
は
、
日
本
人
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
院
生
数
が
減
少
し
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
広

島
大
学
の
中
で
大
学
院
の
専
攻
と
し
て
の
独
立
し
た
存
在
が
危
機
に
瀕
す
る
事
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
を
留
学
先
に
希
望
す
る

熱
心
な
学
生
が
多
い
中
国
人
留
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
断
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
優
秀
で
、
非
常
に
勉
学
、

研
究
意
欲
の
あ
る
中
国
人
留
学
生
の
存
在
が
増
え
、
日
本
人
学
生
に
も
良
い
知
的
刺
激
と
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

特
に
、
そ
の
頃
、
広
島
大
学
は
、
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
、
続
い
て
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
（
タ
イ
プ
Ａ
型
）

に
採
択
さ
れ
た
が
、
研
究
力
、
教
育
力
に
つ
い
て
の
重
要
な
指
標
と
し
て
、
大
学
院
生
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
人
数
の
拡
充
が
各
部
局
に

強
く
求
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
、
当
時
、
中
国
・
北
京
に
あ
る
広
島
大
学
北
京
セ
ン
タ
ー
を
複
数
回
、
訪
問
さ
れ
、
先
行
す

る
他
の
研
究
科
の
状
況
も
参
考
に
し
つ
つ
、
中
国
北
京
の
首
都
師
範
大
学
で
の
大
学
院
入
学
の
た
め
の
予
備
審
査
な
ど
を
行
う
北
京
募
集

の
実
施
に
踏
み
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
現
在
、
北
京
募
集
の
制
度
に
よ
っ
て
、
中
国
各
地
の
多
く
の
中
国
人
留
学
志
望
者
に
対
し
て
予
備

試
験
、
面
接
を
行
い
、
研
究
熱
心
な
留
学
生
を
法
政
シ
ス
テ
ム
専
攻
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
当
時
の
西
村
裕
三
法
学
部
長
（
後
に
社
会
科
学
研
究
科
長
）、
江
頭
大
蔵
副
学
部
長
（
後
に
法
学
部
長
、
社
会
科

学
研
究
科
長
）、
永
山
博
之
夜
間
コ
ー
ス
主
任
、
葛
虹
講
師
（
現
在
、
専
任
講
師
）
の
先
生
方
の
熱
心
な
ご
協
力
を
得
て
、
直
接
、
間
接
に
、

中
国
の
多
く
の
著
名
な
大
学
と
国
際
交
流
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

昼
間
コ
ー
ス
主
任
時
代
、
大
連
大
学
、
華
東
政
法
大
学
、
大
連
外
国
語
学
院
、
ま
た
法
学
部
長
時
代
に
は
国
際
関
係
学
院
、
西
南
政
法

大
学
、
中
国
政
法
大
学
、
浙
江
大
学
、
そ
し
て
、
副
学
長
時
代
に
は
上
海
社
会
科
学
院
法
学
研
究
所
、
山
東
大
学
、
外
交
学
院
、
大
連
民

族
大
学
、
中
国
石
油
大
学
、
中
国
人
民
大
学
、
北
京
第
二
外
国
語
大
学
な
ど
の
著
名
大
学
と
国
際
交
流
を
深
め
、
そ
の
中
の
多
く
の
大
学

と
国
際
交
流
協
定
を
締
結
し
、
教
員
間
交
流
や
多
く
の
中
国
留
学
生
の
受
け
入
れ
支
援
策
を
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
も
、
特
に
、
大
学
院
の
外
交
史
ゼ
ミ
の
出
身
学
生
が
、
教
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
大
連
大
学
、
西
南
政
法
大
学
と
は
教
員

間
交
流
や
学
部
・
大
学
院
で
の
４
＋
２
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
緊
密
な
国
際
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
現
在
で
も
積
極
的
な
交
流
を
継
続

し
て
い
る
。

（
二
）
副
学
長
、
図
書
館
長
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
長
（
平
成
二
七
年
四
月
〜
平
成
三
一
年
三
月
）

　

副
学
長
と
し
て
、
広
島
大
学
の
執
行
部
の
会
議
で
あ
る
役
員
懇
談
会
、
評
議
会
、
部
局
長
等
意
見
交
換
会
な
ど
に
出
席
し
て
大
学
の
教

育
研
究
の
拡
充
、
大
学
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
に
貢
献
さ
れ
た
ほ
か
に
、
全
学
の
人
事
委
員
会
に
出
席
し
、
研
究
大
学
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
大
学
に
相
応
し
い
広
島
大
学
全
体
の
教
育
研
究
の
水
準
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
総
合
大
学
と
し
て
の
文
科
系
学
部
の
特
性
、
発
展
に

も
配
慮
し
た
大
学
全
体
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
、
尽
力
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
図
書
館
長
と
し
て
、
近
年
、
と
り
わ
け
理
系
学
部
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
り
重
要
性
を
益
々
増
し
て
い
る
Ｓ
Ｃ
Ｉ
論

文
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
購
読
を
維
持
す
る
た
め
に
、
大
き
な
努
力
を
払
わ
れ
た
。
最
近
、
旧
帝
大
な
ど
で
も
そ
の
購

読
価
格
の
継
続
的
な
上
昇
に
対
し
て
財
政
的
に
非
常
に
困
難
な
状
況
と
な
り
、
巨
大
な
雑
誌
出
版
社
の
Ｂ
Ｉ
Ｇ 

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｌ
と
言
わ
れ
る
包
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括
的
な
販
売
契
約
を
見
直
し
、
中
止
す
る
大
学
が
出
て
い
る
中
で
、
広
島
大
学
と
し
て
は
、
そ
の
研
究
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
、
全
国

の
有
力
大
学
の
中
で
も
最
後
ま
で
継
続
す
る
と
い
う
意
気
込
み
で
、
そ
の
購
読
維
持
の
た
め
の
方
策
に
取
り
組
ま
れ
た
。

　

全
国
規
模
の
国
立
大
学
図
書
館
協
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
価
格
高
騰
す
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
な
ど
を
中
心
に
し
た
困
難
な
課
題
を
扱
う

学
術
資
料
整
備
委
員
会
の
副
委
員
長
を
担
わ
れ
る
と
同
時
に
、
同
協
会
の
総
会
な
ど
で
、
そ
の
問
題
点
を
訴
え
、
研
究
集
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ュ

ウ
ム
で
は
司
会
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
全
国
の
国
立
大
学
図
書
館
の
た
め
に
解
決
策
を
検
討
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
の
支
援
を
得
て
、
近
世
や
明
治
期
以
降
の
学
校
教
科
書
を
収
集
し
て
い
た
広
島
大
学
の
教
科
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
、
国
内
外
の
研
究
者
に
公
開
さ
れ
、
そ
の
関
係
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
に
力
を
尽
く
さ
れ
た
。

　

広
島
大
学
中
央
図
書
館
に
は
、
全
国
の
国
立
大
学
図
書
館
で
も
数
少
な
い
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
学
生
な
ど

が
課
題
、
レ
ポ
ー
ト
、
卒
論
、
修
論
、
博
論
、
学
術
論
文
を
執
筆
す
る
支
援
を
行
い
、
そ
の
た
め
に
、
専
門
の
日
本
人
教
員
、
大
学
院
博

士
課
程
学
生
の
チ
ュ
ー
タ
ー
が
指
導
し
て
い
た
。
寺
本
先
生
が
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
後
、
こ
の
制
度
を
さ
ら
に
推
進
さ
せ
、

広
島
大
学
の
学
生
、
若
手
研
究
者
の
学
術
論
文
執
筆
を
促
進
し
、
そ
の
研
究
水
準
を
一
層
引
き
上
げ
る
た
め
に
、
英
語
に
よ
る
論
文
指
導

に
練
達
し
て
い
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
フ
ェ
ロ
ー
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
助
教
を
国
際
的
な
公
募
に
よ
っ
て
採
用
す

る
制
度
を
設
け
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
拡
充
を
行
わ
れ
た
。

五
．
社
会
活
動

　

社
会
活
動
で
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
委
員
会
専
門
委
員
、
東
広
島
市
国
民
保
護
協
議
会
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
。
ま
た
、

二
〇
〇
〇
年
六
月
、
広
島
ホ
ー
ム
テ
レ
ビ
に
於
い
て
広
島
県
の
衆
議
院
総
選
挙
状
況
の
解
説
、
二
〇
〇
九
年
八
月
六
日
の
広
島
平
和
記
念

日
に
於
い
て
は
中
国
放
送
（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
）
テ
レ
ビ
で
核
廃
絶
と
広
島
の
取
り
組
み
、そ
し
て
、二
〇
一
〇
年
一
二
月
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
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ク
ト
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
に
於
い
て
、
日
露
戦
争
が
持
つ
歴
史
的
意
味
な
ど
に
つ
い
て
、
欧
米
の
著
名
な
研
究
者
と
共
に
、
そ
の
研
究
の
一
端

を
紹
介
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
寺
本
先
生
に
つ
い
て
の
個
人
的
な
思
い
出
を
記
す
と
、
寺
本
先
生
が
広
島
大
学
に
在
職
さ
れ
た
最
後
の
時
期
に
、
文
部
科
学

省
の
国
立
大
学
に
対
す
る
新
し
い
方
針
が
出
さ
れ
、
国
立
大
学
の
運
営
は
一
挙
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
大
学
全
体
と
し
て
、
英
語
業

績
を
積
極
的
に
発
表
し
、
国
立
大
学
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
を
上
昇
さ
せ
る
と
い
う
非
常
に
困
難
な
課
題
が
課
せ
ら
れ
、
従
来
英
語
論
文
の

執
筆
に
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
か
っ
た
人
文
社
会
科
学
の
諸
分
野
に
お
い
て
も
、
こ
の
課
題
の
達
成
に
協
力
す
べ
き
で
あ
る
と
の
方
針
が
大

学
本
部
か
ら
各
部
局
に
下
さ
れ
た
。
特
に
人
事
に
お
い
て
は
、
英
語
業
績
を
持
た
な
け
れ
ば
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
意
見
す
ら
出

さ
れ
、
法
学
部
の
維
持
そ
の
も
の
が
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
寺
本
先
生
は
、「
人
文
社
会
系
の
学
問

は
言
葉
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
違
う
言
語
で
同
じ
仕
事
を
簡
単
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
す
べ
て
を
英
語
の
業
績
の
み
で
評
価

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
文
系
の
学
問
は
滅
び
て
し
ま
う
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
お
考
え
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の

学
問
を
同
じ
基
準
で
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
ご
と
の
基
準
で
業
績
を
測
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
大
学
本
部
の
会
議
で

発
言
さ
れ
、こ
の
お
考
え
を
実
現
す
る
た
め
に
非
常
な
努
力
を
払
わ
れ
た
。
寺
本
先
生
は
、重
要
な
会
議
の
後
、深
夜
の
二
時
、三
時
で
あ
っ

て
も
、
必
ず
会
議
の
内
容
、
結
果
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
や
ご
意
見
に
つ
い
て
連
絡
を
下
さ
り
、
一
つ
一
つ
の
決
定
や
文
書
の
内
容
を
き

ち
ん
と
精
査
し
て
、
赤
字
を
入
れ
て
返
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
わ
た
し
自
身
が
大
学
教
員
と
し
て
勤
め
た
経
験
の
中
で
、
こ
れ
ほ
ど
真
摯
に
、

し
か
も
自
分
の
研
究
で
は
な
く
、
組
織
の
た
め
、
同
僚
た
ち
の
た
め
に
、
全
力
を
尽
く
さ
れ
た
方
は
本
当
に
ま
れ
で
あ
る
。
寺
本
先
生
は
、

「
自
分
は
い
つ
も
、
学
部
の
若
い
ス
タ
ッ
フ
の
顔
を
思
い
出
し
て
、
少
し
で
も
若
い
人
た
ち
が
こ
の
大
学
に
い
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
今
日
、広
島
大
学
法
学
部
が
あ
る
の
は
、寺
本
先
生
の
お
か
げ
と
い
っ
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て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。
先
生
の
ご
厚
恩
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
の
は
、
現
在
広
島
大
学
法
学
部
に
い
る
す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
に
わ
た
し
た
ち
は
、
ど
れ
ほ
ど
感
謝
し
て
も
足
り
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　

あ
ら
た
め
て
、
寺
本
先
生
と
同
じ
大
学
、
学
部
に
在
籍
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
先
生
が
今
後
も
、
健
康
に

過
ご
さ
れ
、
研
究
や
社
会
的
活
動
に
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。


